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(大腿筋肉量評価：膝蓋上縁10cmにおける大腿周囲径測定の信頼性) 

論文内容の要旨 

〔目 的(Objective)〕 

下肢筋量の低下は身体機能低下や転倒リスクの増大と関連するとされ、筋量の定量評価が重要である。その評価手法

は複数存在するものの、コストや被曝などの課題があるとされ、簡便な大腿周囲径(TC)測定が有用とされている。し

かし、TC測定において筋量評価に有用な高位については十分に検討されていない。本研究では、CT画像を用いてTCと

大腿部の各筋断面積（CSA）、および筋容積との相関を各測定高位で解析することにより、大腿筋容積・CSAの推定に

有用なTC測定高位を明らかにすることを目的とした。 

 

〔方法ならびに成績(Methods/Results)〕 

本研究は、後ろ向き観察研究として実施し、股関節手術術前にCT撮像を行った77名（140肢）を対象とした。CT画像か

ら深層ニューラルネットワーク(Bayesian U-net)を用いて大腿部の皮膚・各筋を自動セグメンテーションし、筋容積

を算出、また膝蓋上縁を基準として近位0〜20 cmの範囲を1 cm刻みでTCと各筋CSAを測定した。筋容積・CSAとTCとの

相関を解析し、最も強い相関を示す測定高位を特定した。 

筋容積とTCの相関は膝蓋上縁約10cmの高位で最も強く、中等度～強い相関(r=0.57～0.70)を示した。一方、各筋のCSA

について、最も強い相関を示すTC測定高位が各筋によって異なり、9〜20 cmの範囲に分布していた。ただし，各筋に

おける最適高位では比較的強い相関(r=0.64～0.83)を認めた。 

 

〔総 括(Conclusion)〕 

本研究は下肢CT画像と筋骨格自動セグメンテーション技術を用いて、大腿部の筋容積及びCSAを予測するのに有用なTC

測定高位を詳細に検討した。大腿部の筋容積を評価する際には従来使用されている膝蓋上縁10cm高位でのTC測定が有

用であることが示された。一方、各筋CSAを評価する際には筋ごとに測定に適した高位が異なるため、評価対象に応じ

た測定高位の選択が必要であると考えられた。 

 




